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 要 旨   
目的： 

10 代若年者の飲酒の開始時期と、確実に断定できたリスクおよび家族特性から得られた

保護的な要因について、関連を調査することである。 
方法： 

Employing the National Longitudinal Survey of Youth（NLSY）は 10 代の若年者およ

びそれらの母親の対象者からなる。イベント履歴分析および離散間隔生存分析を用いて、

6331 組以上を含むデータの分析を行った。 
結果： 
友人の影響および母親の毎日の飲酒が、若年者の 10 から 14 歳での飲酒開始のリスクを

高めていた。また母子関係の質が飲酒時期を遅らせる重要な保護的要因であった。 
結論： 
友人の影響および母親の飲酒が若年者の飲酒リスクを高め、また母子関係の質が飲酒時

期を遅らせる保護的な要因であった。 
 

 




